
 
 
 

 

～図書室にはこんな本があります～ 

Ｎｏ. ６９ 
 

★  利用者からの質問をもとに昭和館図書室の資料を紹介します。 

       （書名の後の（ ）の数字は請求記号です。） 

 

 
問）戦死の「死亡通知」は、どのように家族に伝えられたか。 

   

答）「死亡通知」は､「死亡公報」「戦死公報」ともいい、ことば で検索をしてみます。 

 

全資料 → 死亡通知 （７件該当）、 

 

→ 死亡公報 （７件該当）、 戦死公報 （１９件該当） 

 

◇ 家族に伝達されるまで 

＊ 戦死の連絡は、まず電報によって役場に伝えられ（「内報」）、役場の兵事係は 

家族にその内容を連絡した。しばらくして、軍からの正式な通達である「公報」 

が送られた。（各地域によって、役場の担当係の名称は異なります） 

『赤紙－男たちはこうして戦場へ送られた』（393.2/O97） 

『遺族・復員者・出征者家族の栞』（369.37/To15） 

 

◇ 「戦死公報」にまつわる手記など 

『天草の灘－戦没者の妻たちの戦後史』（916/A42） 

『打ち砕かれしうるま島－戦争を知らない世代へ １ 』(開架 916/So32) 

『想いあらたに－終戦五十周年記念誌』(210.75/Sa24) 

『帰らなかった日本兵』(916/C52) 

『終戦の日その日私は』(916/Sh99) 

『証言・私の昭和史６』(210.7/Te71/6) 

『命どぅ宝－沖縄戦・痛恨の記憶』(219.9/So32) 

『平和への手紙－戦没者遺族の手記』(369.37/H51) 

 

 

 

 
 

 

 

図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさんあります。 
検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 
操作方法等がわからない場合は、カウンター職員までお気軽に…。 

 

 



・ ・・悩める昭和人・・・ 
今も昔も悩みは尽きず･･･。 

 
 

【相談】 「私の家は農家ですが、･･･（中略）･･･嫁は病身で農繁期には手が足りず 
困っています。･･･（中略）････今後も働くことはできないようでしょうし、 
今のうちに離縁したいと思いますが、どうしたらよいでしょうか。離婚するとすれば 
金をやらなければならないでしょうか（岩手・中久）」 

 
 

【答え】 婚家中心の「個人を無視した離婚は新憲法の下では認められません。」 
夫婦間の「協議によって離婚することはできますが･･･（中略）･･･裁判上の離婚を請求

することは難しいでしょう。･･･（中略）･･･離婚したときは相手方より相当財産の分与を

請求することが出来ることになるはずですが、その額は一切の事情をしんしゃくして 
決めることになります。（司法省民法調査室）」 
 
（『読売新聞縮刷版 昭和 22 年版 上巻』より） 

                                                            
 
 
 
 

◎ 現在の憲法の精神に則した民法は、それ以前の民法を昭和 22 年に大幅改正（施行は 
23 年 1 月 1 日）したもので、戦後の個人の尊厳及び男女平等という理念に 
戸惑っている様子がうかがえます。嫁もつらい立場ですね。 

 
 

                
 

－図書室から－ 
 
＊第 17 回特別企画展「あの夏の記憶を永久に ～60 年前の日本の姿～」を開催します。 

期間：2005 年 7 月 23 日（土）～8 月 28 日（日） 
場所：3 階特別企画展会場 入場 

＊「夏休み宿題・研究資料リスト（平成 17 年度）」を作成しました。 
小中学生を対象に閲覧室置きの図書をまとめ、配布しています。 
参考としてご利用ください。 
また、このリストは当館ホームページにも掲載しますのでご覧ください。 
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